






































































































































































































池
原
陽
斉
『
首
問
葉
集
訓
読
の
資
料
と
方
法
』

牙
」
に
見
立
て
た
表
現
と
解
す
る
。
「
半
甘
」
を
ナ
カ
ム
と
訓
む
こ
と
を
、

例
外
と
し
て
許
容
す
る
こ
と
を
拒
否
し
、
で
き
る
か
ぎ
り
原
則
に
従
っ
て
訓

む
方
図
を
探
る
。
「
剃
り
く
ひ
」
の
あ
と
に
格
助
詞
ニ
の
省
略
を
認
め
ず
、

「
剃
り
く
ひ
」
と
「
馬
繋
ぎ
」
を
同
格
と
捉
え
る
の
も
、
原
則
を
徹
底
さ
せ

る
ゆ
え
で
あ
る
。
で
は
、
ハ
ニ
カ
ム
の
訓
が
は
た
し
て
妥
当
な
の
か
。
こ
れ

は
、
ハ
ニ
カ
ム
の
語
義
を
ど
う
解
釈
す
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
ろ
う
。
著
者

は
、
武
田
『
全
註
釈
増
訂
版
』
と
同
様
『
霊
一
異
記
』
の
訓
釈
に
も
と
さ
つ
い
て
、

ハ
ニ
カ
ム
は
本
来
、

歯
が
不
揃
い
な
さ
ま
を
い
う
語
で
あ
る
と
し
、
怒
り
の

表
情
を
表
す
こ
と
に
も
通
じ
て
、
こ
こ
で
は
歯
を
む
き
出
し
て
怒
る
意
と
解

す
る
。確
か
に
『
霊
一
異
記
』
の
「
嵯
皆
」
の
「
皆
」
は
興
福
寺
本
訓
釈
で
は
ニ
ラ

ム
と
ハ
ニ
カ
ム
の
二
訓
を
も
っ
。
「
睦
皆
嘩
吠
」
は
、
松
浦
貞
俊
が
指
摘
し

(『
日
本
国
現
報
善
悪
霊
異
記
註
釈
』
研
文
社
、

一
九
八
三
年
六
月
)
、
『
新
大
系
』

脚
注
が
そ
れ
に
従
う
よ
う
に
、
妙
法
蓮
華
経
醤
聡
品
な
ど
に
見
え
る
「
嘘
蹴

嘩
吠
」
を
参
照
し
た
可
能
性
の
あ
る
句
で
あ
る
。
「
嘘
蹴
」
は

「
嘘
喋
」
に

同
じ
で
、
歯
が
不
揃
い
な
さ
ま
を
い
う
。
大
治
本

『玄
応
音
義
』
(
巻
十
二
・

起
世
経
)
に
よ
れ
ば
、
経
典
の
テ
キ
ス
ト
に
よ

っ
て
は
口
篇
の

「
暖
喋
」
を

日
篇
の
「
庭
枇
」
(
日
で
に
ら
み
つ
け
る
意
)
に
作
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
つ
ま

り
、
興
福
寺
本
訓
釈
に
ハ
ニ
カ
ム
と
ニ
ラ
ム
の
二
つ
の
訓
が
見
え
る
の
は
、

お
そ
ら
く
経
典
テ
キ
ス
ト
が
字
形
の
近
さ
か
ら
「
嘘
喋
(
蹴
)」
と
「
腹
皆
」

九
j¥、

と
で
揺
れ
る
か
ら
で
あ
っ
て
、

ハ
ニ
カ
ム
と
ニ
ラ
ム
が
意
義
的
な
重
な
り
を

も
つ
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
ハ
ニ
カ
ム
と
対
応
す
る
「
暖

喋
L

を
は
じ
め
、
『
新
撰
字
鏡
』
で
ハ
ニ
カ
ム
訓
を
も
っ
「
醤
」
な
ど
の
一

連
の
歯
篇
の
字
は
、
仏
典
に
し
ば
し
ば
例
が
見
え
る
よ
う
に
、
野
狗
な
ど
が

獲
物
を
奪
い
合
う
様
や
異
形
の
者
の
醜
い
外
形
の
描
写
に
用
い
ら
れ
る
。
ハ

ニ
カ
ム
と
キ
カ
ム
(
「
牙
喫
L

、
高
9
・
一
八
O
九
)
と
の
差
は
明
ら
か
で
な
い

け
れ
ど
も
、
ハ
ニ
カ
ム
が
怒
り
、
い
き
り
立
つ
ど
こ
ろ
か
、
そ
の
よ
う
な
狩

猛
で
恐
ろ
し
げ
な
様
を
表
す
漢
語
と
対
応
す
る
倭
語
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ

を
、
髭
の
剃
り
残
し
を
引
っ
張
ら
れ
た
法
師
の
反
応
の
表
現
に
用
い
る
こ
と

が
妥
当
で
あ
ろ
う
か
。
戯
笑
歌
ゆ
え
の
大
仰
な
表
現
と
い
う
解
釈
も
あ
り
う

る
か
も
し
れ
な
い
が
、
一
方
の
三
八
四
七
番
歌
の
場
合
、
歯
を
む
き
出
し
に

し
て
噛
み
付
か
ん
ば
か
り
の
形
相
を
す
る
の
は
壇
越
の
里
長
に
対
す
る
態
度

と
し
て
反
抗
的
に
過
、
ぎ
よ
う
。
ハ
ニ
カ
ム
の
訓
で
は
、
二
首
の
ど
ち
ら
に
お

い
て
も
郷
捻
ゃ
か
ら
か
い
に
は
な
り
に
く
い
。
と
は
い
え
、
ナ
カ
ム
の
訓
を

取
る
べ
き
だ
と
い
う
確
た
る
考
え
が
い
ま
評
者
に
あ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、

原
則
は
原
則
と
し
て
、
柔
軟
に
他
の
可
能
性
を
検
討
し
比
較
考
量
し
て
み
て

も
よ
い
だ
ろ
う
。

第
二
章
「
「
献
新
田
部
皇
子
歌
」
訓
読
試
論
|
|
「
茂
座
」
借
訓
説
を
め

ぐ
っ
て
|
|
」
は
、
先
に
反
歌
を
取
り
あ
げ
た
第
二
部
第
五
章
と
も
関
わ

っ
て
、
長
歌
二
六

一
番
歌
の
「
茂
座
」
の
「
茂
」
の
訓
を
検
討
し
直
し
、
シ



ク
で
は
な
く
サ
カ
ユ
と
訓
む
童
蒙
抄
説
の
蓋
然
性
の
高
さ
を
主
張
す
る
。
こ

こ
も
前
章
と
同
様
、
異
例
を
ど
う
処
理
す
る
か
が
問
題
と
な
る
。
通
説
に
従

い
「
茂
座
L

を
シ
キ
イ
マ
ス
と
訓
め
ば
、
シ
ク
を
「
茂
」
の
借
訓
で
表
記
す

る
こ
と
、
さ
ら
に
皇
嗣
で
な
い
新
田
部
皇
子
に
そ
の
表
現
を
用
い
る
こ
と
が

異
例
と
な
る
。
一
方
、
著
者
の
主
張
す
る
よ
う
に
サ
カ
エ
イ
マ
ス
と
訓
め
ば
、

サ
カ
ユ
の
訓
字
に
上
代
、
「
栄
」
で
は
な
く
「
茂
」
を
用
い
る
こ
と
が
異
例

と
な
る
。
異
例
を
許
容
し
な
い
と
こ
ろ
か
ら
出
発
し
て
、
程
度
の
差
は
あ
れ
、

ま
た
別
の
異
例
の
提
示
と
な
る
の
は
矛
盾
を
感
じ
な
い
で
は
な
い
。
し
か
し
、

ど
の
み
ち
「
茂
」
字
を
こ
の
文
脈
で
用
い
る
の
が
異
例
な
の
だ
か
ら
、
そ
こ

に
人
麻
巨
の
意
識
的
な
文
字
選
択
を
見
る
と
す
れ
ば
、
注
(
辺
)
で
補
足
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
、
文
字
に
即
し
て
選
択
の
表
現
的
意
図
を
説
明
し
て
お
き
た

い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
と
す
る
と
、
『
大
漢
和
』
も
挙
げ
る
わ
か
り
や
す
い
例
、

。

『
毛
詩
』
小
雅
・
南
山
有
台
に
「
楽
只
君
子
、
徳
音
是
茂
L

と
あ
る
「
茂
」

が
、
鄭
築
に
「
茂
、
盛
也
」
と
あ
る
よ
う
に
、
君
子
の
徳
の
盛
ん
な
こ
と
を

意
味
す
る
こ
と
に
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
詩
序
に
は
、
「
南
山
有

台
、
楽
レ
得
レ
賢
也
」
と
あ
り
、
賢
臣
が
徳
あ
る
君
子
の
も
と
に
集
ま
る
、
国

家
繁
栄
の
様
を
寿
ぐ
詩
と
解
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
の
献
呈
歌
の
状
況
に
は

よ
く
合
う
の
で
あ
る
。
人
麻
日
作
歌
に
お
い
て
定
型
的
な
表
現
を
用
い
つ
つ

つ
が
の
き

典
拠
の
あ
る
特
異
な
文
字
表
記
を
と
る
こ
と
、
例
え
ば
「
謬
木
」

(
1
・二

九
)
が
思
い
合
わ
さ
れ
よ
う
。
な
お
蛇
足
め
く
が
、
「
敷
」
を
植
物
の
広
が

池
原
陽
斉
『
寓
葉
集
訓
読
の
資
料
と
方
法
』

り
茂
る
意
で
用
い
る
こ
と
は
『
文
選
』
を
は
じ
め
漢
籍
に
例
が
見
え
る
。
し

た
が
っ
て
西
宮
『
全
注
巻
三
』
に
従
っ
て
続
後
紀
歌
謡
や
『
東
征
伝
』
の

「
敷
」
を
シ
ク
の
借
訓
と
み
る
の
は
あ
た
ら
な
い
。

第
三
章
「
「
箆
毛
輿
美
箆
母
乳
」
の
訓
読
再
考
|

|
注
釈
史
の
対
立
を

読
み
直
す
|

|
」
は
、
有
名
な
一
番
歌
の
冒
頭
二
句
の
「
箆
」
の
訓
を
再

検
証
す
る
。
冒
頭
二
句
は
、
現
在
の
通
訓
コ
モ
ヨ
・
ミ
コ
モ
チ
だ
が
、
歌
謡

の
韻
律
と
い
う
観
点
か
ら
見
れ
ば
立
回
数
が
3
・
4
・
5
・
6
の
よ
う
に
一
音

ず
つ
漸
増
す
る
の
は
類
例
に
欠
け
る
と
し
、
さ
ら
に
「
箆
」
は
コ
と
も
カ
タ

マ
と
も
訓
み
得
る
こ
と
を
確
認
し
た
上
で
、
用
例
に
照
ら
し
て
カ
タ
マ
モ

ヨ
・
ミ
カ
タ
マ
モ
チ
の
訓
を
採
る
。
こ
の
訓
だ
と
確
か
に
冒
頭
部
分
が
5
・

6
・
5
・
6
と
な
り
音
数
上
も
勾
構
成
上
も
き
れ
い
に
整
う
。
し
か
し
、
挙

例
の
中
、
歌
謡
に
お
い
て
対
句
で
歌
い
出
す
の
は
紀
四

O
の
み
で
、
し
か
も

対
勾
の
あ
と
は
「
よ
ろ
し
き
島
々
」
と
す
ぐ
に
休
止
が
入
る
。
音
数
上
も
構

成
上
も
対
を
な
す
匂
に
よ
る
歌
い
出
し
が
、
「
用
例
に
恵
ま
れ
た
」
と
ま
で

言
い
う
る
だ
ろ
う
か
。
用
例
の
数
量
的
な
扱
い
方
と
と
も
に
個
々
の
例
の
軽

重
を
ど
う
見
積
も
る
か
と
い
う
こ
と
の
難
し
さ
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
。
な
お
、

音
数
の
漸
増
漸
減
な
ど
も
含
む
、
歌
謡
か
ら
定
型
和
歌
が
成
立
す
る
際
の
韻

律
の
諸
契
機
の
分
析
に
つ
い
て
は
、
内
田
賢
徳
「
短
歌
・
長
歌
の
成
立
」

(

『

岩

波

講

座

一

九

九

五

年

八

月

)

が

必

日
本
文
学
史
』
第
l
巻
、
岩
波
書
応
、

読
の
文
献
で
あ
る
こ
と
を
言
い
添
え
て
お
く
。

九
九



池
原
陽
斉
『
蔦
葉
集
訓
読
の
資
料
と
方
法
』

第
四
章
「
寓
葉
集
の
「
風
流
士
」

|

|
字
訓
史
と
の
関
係
か
ら
1

1
」

及
び
第
五
章

「「
み
や
び
」
と

「風
流
」
の
間
隙
|
|
蔦
葉
集
と
伊
勢
物
語

の
非
連
続
性
|
|
」
は
、
い
ず
れ
も
漢
語
「
風
流
」
と
倭
語
「
み
や
び
」

と
の
関
係
を
扱
う
。
第
四
章
は
、
巻
二
・
二
一
六
1
一
二
七
番
歌
の
各
結
句

に
見
え
る
「
風
流
士
」
を
ミ
ヤ
ビ
ヲ
と
訓
む
こ
と
を
再
検
討
す
る
。
根
拠
と

さ
れ
て
き
た
『
遊
仙
窟
』
古
訓
ミ
ヤ
ピ
を
後
代
的
な
も
の
と
し
て
退
け
、

「
遊
士
」
の
変
字
法
的
な
言
い
換
え
で
あ
る
こ
と
を
も
っ
て
「
風
流
士
」
を

ア
ソ
ピ
ヲ
と
訓
む
こ
と
を
支
持
す
る
。
こ
の
結
論
を
承
け
て
第
五
章
は
、

『
篤
葉
集
』
の
「
風
流
」
と
『
伊
勢
物
一
詩
』
初
段
の
「
い
ち
は
や
き
み
や
び
」

の
「
み
や
び
」
は
連
続
し
な
い
と
し
て
、
「
み
や
び
」
の
詩
義
を
再
検
討
す

る
。
古
字
書
の
倭
訓
や
訓
点
資
料
の
古
訓
を
無
批
判
に
上
代
語
或
い
は
平
安

時
代
語
と
し
て
扱
う
の
で
は
な
く
、
字
と
訓
と
の
関
係
の
時
代
的
変
遷
を
考

慮
し
、
そ
の
時
代
に
あ
り
え
た
訓
で
あ
る
か
ど
う
か
文
献
に
基
づ
い
て
慎
重

に
判
断
す
る
。
そ
う
い
う
点
で
は
著
者
の
論
証
は
信
頼
が
置
け
る
。
そ
の
上

で
な
お
求
め
た
い
の
は
、
「
風
流
士
」
が
ど
の
よ
う
な
意
義
に
お
い
て
訓
ア

ソ
ピ
ヲ
と
対
応
す
る
の
か
、
漢
籍
の
用
例
に
基
づ
き
み
づ
か
ら
説
明
す
る
こ

と
で
あ
る
。
ま
た
『
遊
仙
窟
』
古
訓
ミ
ヤ
ピ
が
上
代
語
と
し
て
認
め
ら
れ
な

い
と
す
れ
ば
、
つ
ぎ
は
『
東
大
寺
訊
詩
文
稿
』
の
例
の
検
討
が
重
要
に
な
ろ

う
。
著
者
は
こ
の
ミ
ヤ
ビ
を
文
脈
か
ら
容
姿
に
つ
い
て
い
う
も
の
と
解
す
る

が
、
対
応
す
る

「翁
宛
」
の
出
血
(
と
そ
の
意
味
を
検
討
す
.
れ
ば
、

単
な
る
外

。。

見
の
形
容
に
と
ど
ま
ら
な
い
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
字
と
訓
と

の
対
応
を
考
察
す
る
に
は
、
ま
ず
は
漢
語
の
意
義
の
正
確
な
把
握
つ
ま
り
訓

詰
か
ら
は
じ
め
な
く
て
は
な
る
ま
い
。
そ
の
こ
と
は
、
評
者
が
所
々
述
べ
た

よ
う
に
『
蔦
葉
集
』
の
本
文
批
判
に
お
い
て
も
訓
読
に
お
い
て
も
同
様
で
あ

る。
「
あ
と
が
き
」
に
よ
れ
ば
、
本
書
は
二

O
二
二
年
に
東
洋
大
学
よ
り
博
士

(文
学
)
学
位
を
授
与
さ
れ
た
学
位
論
文
を
原
案
と
し
、

書
き
下
ろ
し
を
加

え
て
一
番
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
著
者
の
大
学
院
生
時
代
と
院
修
了
後

の
数
年
間
の
研
究
の
成
果
で
あ
り
、
こ
の
間
、
第
三
十
二
回
上
代
文
学
会
賞

及
び
平
成
二
十
七
年
度
「
文
学
・
語
学
」
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。
現
今
の
若

手
の
中
で
も

一
頭
地
を
抜
く
新
進
気
鋭
の
研
究
者
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

「結

論

本

書
の
ま
と
め
と
展
望
」
で
は
、
今
後
の
課
題
と
し
て
、
平
安
時

代
に
お
け
る
『
寓
葉
集
』
の
受
容
、
中
で
も
紀
貫
之
に
お
け
る
受
容
実
態
の

解
明
を
挙
げ
る
。
佐
竹
が
示
唆
し
た
『
寓
葉
集
』
研
究
の
或
る
方
向
性
が
、

こ
こ
に
一
筋
の
道
と
な
っ
て
開
け
、
斯
界
に
新
た
な
研
究
の
沃
野
を
見
せ
た

こ
と
を
喜
ぶ
と
と
も
に
、
著
者
の
今
後
の
発
展
に
一
一
層
期
待
し
た
い
。

二
O
二
ハ
年
十
二
月

笠
間
書
院
刊

A
5版

一
て

0
0
0
円

〈税
別
〉

三
八
三
頁

(
お
く
む
ら

か
ず
み
・
奈
良
女
子
大
学
教
授
)
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i開1
1催;
i要j
i項:

O
第
七
十
回
高
葉
学
会
全
国
大
会
開
催
要
項

平
成
二
十
九
年
(
二

O
一
七
年
)
度
の
全
国
大
会
を
、
十
月
十
四
日
か
ら

十
月
十
七
日
ま
で
、
龍
短
歌
会
と
の
共
催
に
よ
り
、
左
記
の
要
領
に
て
開
催

い
た
し
ま
す
。
会
員
の
み
な
さ
ま
の
積
極
的
な
ご
参
加
を
お
願
い
申
し
あ
げ

ま
す
。

公
開
講
演
会

日
時

十
月
十
四
日
(
土
)

午
後
二
時
よ
り
午
後
五
時
ま
で

b、
:z:;( 

場

山
陽
新
聞
社
本
社
ピ
ル
「
さ
ん
太
ホ

l
ル」

岡
山
市
北
区
柳
町
二

l
↑
-

一
)

学
会
挨
拶

学
会
代
表

・
関
西
大
学
教
授

乾

善
彦
氏

挨
拶

見
山

輝
氏

龍
短
歌
会
代
表

講
演天
武
天
皇
挽
歌
を
め
ぐ
っ
て

皇
拳
館
大
学
教
授

大
島
信
生
氏

春
の
苑

紅
に
ほ
ふ

奈
良
女
子
大
学
名
誉
教
授
・
高
岡
市
万
葉
歴
史
館
館
長

坂
本
信
幸
氏

*
公
開
講
演
会
終
了
後
「
蔦
葉
学
会
奨
励
賞
授
賞
式
」
を
行
い
ま
す
。

全
国
大
会
開
催
要
項

懇
親
会

日
時

十
月
十
四
日

(
土
)

午
後
六
時
よ
り
八
時
ま
で

会
場

サ
ン
・
ピ

l
チ
O
同
〉
ぺ
〉
冨
〉

岡
山
市
北
区
駅
前
町
二
丁
目
三
番
三

一
号
)

会
費

七
千
円

*
懇
親
会
に
参
加
ご
希
望
の
方
は
、
あ
ら
か
じ
め
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

研
究
発
表
会

日
時

十
月
十
五
日
(
日
)

午
前
十
時
よ
り
午
後
五
時
ま
で

会
場

山
陽
新
聞
社
本
社
ピ
ル
「
さ
ん
太
ホ

l
ル」

午
前
の
部
(
午
前
十
時
よ
り
)

逆
接
句
と
し
て
働
く
コ
ソ
の
係
り
結
び
の
修
辞
性

東
京
大
学
大
学
院
助
教

鴻
野
知
暁

『
先
代
旧
事
本
紀
』
の
「
所
謂
」
先
行
文
献
利
用
の
態
度
に
つ
い
て

愛
美

奈
良
女
子
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程

午
後
の
部
(
午
後
一
時
二
一
十
分
よ
り
)

大
津
皇
子
の
「
流
沸
御
作
歌
」

l
死
去
表
現
を
中
心
に

北
海
道
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程

田
辺
福
麻
呂
の
難
波
宮
作
歌
論

「
暁
の
寝
覚
め
に
聞
け
ば
」
を
起
点
と
し
て。

星贋
瀬
公
彦



全
国
大
会
開
催
要
項

備
教
大
学
非
常
勤
講
師

小
田
芳
寿

奈
良
時
代
の
四
六
耕
健
文
に
お
け
る
美
文
意
識

-
平
灰
配
慮
の
観
点
か
ら
!

愛
知
教
育
大
学
附
属
高
等
学
校
教
諭

渡
遁
寛
吾

『
杜
家
立
成
雑
書
要
略
』
の
宴
席
関
連
文
例
の
特
性

信
州
大
学
教
授

商

*
会
場
周
辺
に
は
飲
食
庖
が
多
く
あ
り
ま
す
の
で
、
と
く
に
昼
食
の
お
世

話
は
致
し
ま
せ
ん
。

四

臨
地
調
査
研
究
吉
備
国
か
ら
安
芸
国
へ
l

十
月
十
六
日

(月
)
よ
り
十
七
日

(火
)

泊

日

。
集
合
場
所

。
集
合
時
刻

。
旅
程

J
R
岡
山
駅
前

午
前
八
時
三
十
分

第

一
日
目

岡
山
駅
|
円
通
寺
(
玉
の
浦
)
|
天
神
社

(笠
岡
市
神
島
)
|
笠
岡
市
日

(

船

)

(

船

)

(

船
)

光
寺
(
神
島
の
候
補
地
)
神
島
外
浦
港
1
高
島

i
大
飛
島
1
阿
伏
兎

(
船
)

観
音

1
新
の
浦
(
宿
泊
)

宿
泊

「
鴎
風
亭
」

広
島
県
福
山
市
新
町
鞠
二
二
六
番
地

(
電
話
O
八
四
|
九
八
二
|
一
一
二
三
)

。

第
二
日
目

納

の

浦

長

井
の
浦

風
早
の
浦

倉
橋
島

(長
門
の
島
)

J
R
東

広
島
(
一
次
解
散
、
午
後
四
時
予
定
)
・
広
島
空
港

(
午
後
四
時
三
十
分
予

{疋
)

岡

山

駅
(
最
終
解
散
、
午
後
六
時
三
十
分
予
定
)

。
案
内

一
夫

影檀
山 j甫

新
の
浦
万
葉
の
会

生
日
氏

尚
之
氏

武
庫
川
女
子
大
学
教
授

関
西
大
学
教
授

村
田
右
富
実
氏

。
参
加
費

。
募
集
人
員

三
二
、
0
0
0円

八
十
名

*
天
候
・
道
路
事
情
等
に
よ
り
コ

I
ス
を
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
解
散
時
刻
も
遅
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

*
臨
地
調
査
研
究
に
参
J

加
ご
希
望
の
方
は
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

ま
す
の
で
、
お
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

O
懇
親
会
・
臨
地
調
査
研
究
の
お
申
し
込
み
は
、
左
記
ま
で
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

ゅ
う
ち
ょ
銀
行
口
座
記
号
番
号

一
四
五
人
O
|
O
二
O
八
九
五
O
一



加
入
者
名

坂
本

ノ
ブ
ユ
キ
)

信
幸
(
サ
カ
モ
ト

*
こ
の
口
座
に
、
他
金
融
機
関
か
ら
お
振
込
さ
れ
る
場
合
は
、
次
の
内
容

を
ご
指
定
く
だ
さ
い
。

ヨ
ン
ゴ
ハ
チ
)

【庖
番
】
4
5
8

【庖
名
}
四
五
人
(
読
み

【預
金
種
目
}
普
通
口
座

申
し
込
み
締
め
切
り
は
九
月
二
十
五
日
(
月
)
と
し
ま
す
。
た
だ
し
、

臨
地
調
査
研
究
は
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

{口
座
番
号
}
0
2
0
8
9
5
0

O
問
い
合
わ
せ
先

高
葉
学
会
本
部

一T
五
六
四
!
八
六
八
O

大
阪
府
吹
田
市
山
手
町
三
丁
目
三
番
三
五
号

関
西
大
学
文
学
部
国
語
国
文
学
専
修
合
同
研
究
室
内

O
六
|
六
三
六
人
|
O
四
九
二
(
村
田
右
富
実
研
究
室
)

開

llB色
一

B
IB-m③
w自
白
色

IC・R
-
V
(村
田
右
官
田
実
研
究
室
)

*
出
張
懇
請
書
を
入
用
の
方
は
、
返
信
用
封
筒
に
送
付
先
・
ご
氏
名
を
記

入
し
、
九
十
二
円
切
手
を
貼
付
の
上
、
学
会
本
部
ま
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

*
電
話
は
通
じ
な
い
こ
と
が
多
い
た
め
、
お
問
い
合
わ
せ
は
で
き
る
だ

け
メ
l
ル
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

全
国
大
会
開
催
要
項

O
宿
泊
案
内

岡
山
市
内
の
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
は
各
種
学
会

・
研
修
会
等
で
宿
泊
が
と

り
に
く
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
名
鉄
観
光
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
に
で
あ
る

程
度
の
ホ
テ
ル
シ
ン
グ
ル
部
屋
(
十
月
十
四
日
か
ら
二
泊
二
朝
食
付
き

一
四

0
0
0
円
税
込
み
)
を
確
保
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
利
用
下
さ
い
。

名
鉄
観
光
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
岡
山
支
庖

予
約
先

担
当
一
深
井
・

二一
鬼

開
l

目
白
-

o ~. 
八戸
ハ2'
(E 
二 ③
二百
五主

1 8 
-;- 'CJ 

七
七

電
話

O
会
場
案
内
(
案
内
図
参
照
)

J
R
岡
山
駅
か
ら
徒
歩
十
五
分
(
市
役
所
筋
を
南
へ
下
る
)
。

J
R
岡
山
駅
よ
り
路
線
パ
ス
五
分

(「
山
陽
新
聞
社
前
」
下
車
)。

。



0会場案内(案内図参照)

全
国
大
会
開
催
要
項

会場周辺地図とアクセス|

④ 

一

予

告

一

O
葛
葉
一
日
旅
行

。
四

本
会
で
は
、
今
年
度
の
「
寓
業
一
日
旅
行
」
を
左
記
の
要
領
で
実
施
い
た

し
ま
す
。
み
な
さ
ま
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
、
御
参
加
く
だ
さ
い
。

日集1T 参
加
費

そ
の
他 時

平
成
二
十
九
年
十
一
月
二
十
五
日
(
土
曜
日
)

A 
口

上
狛
駅
前

(
J
R
奈
良
線
)
十
時

手皇

上
狛
駅
前
1
高
麗
寺
跡
:
:
:
山
城
郷
土
資

料

館

:
:
恭
仁
京
大

極
殿
跡
:
:
:
恭
仁
大
橋
1
加
茂
駅
前

(
J
R
関
西
線
)

(な
お
、
当
日
の
天
候
等
に
よ
り
コ
l
ス
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
)

無
料
・
事
前
申
し
込
み
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

-
雨
天
決
行
で
す
が
、
当
日
朝
六
時
の
段
階
で
各
種
警
報
が
発

表
さ
れ
て
い
れ
ば
中
止
と
な
り
ま
す
。

-
昼
食
用
弁
当
を
御
持
参
く
だ
さ
い
。

全
行
程
徒
歩
の
た
め
歩
き
や
す
い
服
装
・
履
き
物
で
御
参
加

く
だ
さ
い
。

-
な
お
、
旅
行
中
の
事
故
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
会
で
は
責

任
を
負
い
か
ね
ま
す
の
で
あ
ら
か
じ
め
御
了
承
く
だ
さ
い
。



編

輯

後

記

O
本
年
度
最
初
の
号
を
、
第
七
十
回
全
国
大
会
前
の

清
秋
の
候
に
お
届
け
で
き
る
運
び
と
な
り
、
安
堵

い
た
し
て
お
り
ま
す
。
大
会
は
、
予
告
通
り
岡
山

の
地
に
て
龍
短
歌
会
と
共
催
い
た
し
ま
す
。
要
項

の
決
定
に
至
る
ま
で
に
不
手
際
が
あ
り
ま
し
た
こ

と
を
、
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

な
に
と
ぞ
御
海
容
の
う
え
、
ふ
る
っ
て
御
参
加
下

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

O
本
号
の
編
輯
は
、
昨
年
の
大
会
の
講
演
を
ま
と
め

ら
れ
た
鉄
野
氏
の
論
文
と
、
研
究
発
表
会
の
発
表

に
基
づ
く
仲
谷
氏
の
論
文
を
軸
と
し
て
、
上
野
氏

の
論
考
を
あ
わ
せ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
平
舘
、
蜂

矢
、
池
原
三
氏
の
御
著
書
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
、

内
田
、
安
部
、
奥
村
三
氏
に
よ
る
書
評
を
収
め
る

こ
と
が
か
な
い
ま
し
た
。

O
昨
年
度
来
、
悲
し
い
お
知
ら
せ
が
統
き
ま
す
。
こ

の
四
月
二
十
二
日
に
井
手
至
先
生
が
御
逝
去
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
三
月
二
十
三
日

に
粕
谷
輿
紀
先
生
が
御
逝
去
さ
れ
た
と
の
由
、
出
品
同

報
に
接
し
ま
し
た
。
学
会
の
た
め
に
多
大
な
お
力

を
尽
く
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
こ
と
に
感
謝
い
た

し
ま
す
と
と
も
に
、
謹
み
て
お
悔
や
み
申
し
上
げ

ま
す
。

O
長
年
に
亘
り
編
輯
委
員
を
務
め
ら
れ
た
蜂
矢
真
郷

氏
、
坂
本
信
幸
氏
が
、
昨
年
度
末
を
も
っ
て
退
任

さ
れ
ま
し
た
。
学
会
の
進
展
に
寄
与
さ
れ
た
御
労

苦
に
対
し
、
あ
ら
た
め
で
あ
っ
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

O
本
年
度
よ
り
、
学
会
代
表
の
乾
氏
の
も
と
で
、
は

な
は
だ
未
熟
な
が
ら
編
輯
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
至
ら
ぬ
点
が
多
い
と
存

じ
ま
す
が
、
御
指
導
御
鞭
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
(
白
井
伊
津
子
)

。
お
願
い
〈
〉

l

論
文
の
投
稿
、
書
籍
・
論
文
の
御
寄
贈
は
、
学

会
本
部
あ
て
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

2

年
会
費
の
納
入
お
よ
び
入
会
申
込
み
は
、
そ
の

む
ね
を
明
記
の
う
え
会
費
を
郵
便
振
替
で
「

0
0

九
O
O
|

七

|
二
九
一
四
七
寓
葉
学
会
」
あ
て

に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

3

住
所
変
更

・
改
姓
等
の
届
出
、
本
誌
既
刊
号
の

購
入
等
は
、
清
文
堂
出
版
内
高
葉
学
会
事
務
室

あ
て
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

投

稿

規

程

一
、
投
稿
資
格
は
、
会
員
に
限
る
。

て
内
容
は
、
首
門
葉
集
と
そ
れ
に
関
連
す
る
各
分
野

の
研
究
論
文
と
す
る
。

一
、
分
旦
一
旦
は
、
原
則
と
し
て
四
百
字
詰
め
原
稿
用
紙

四
十
枚
程
度
(
た
だ
し
「
黄
葉
片
々
」
欄
は
十
枚

以
内
)
と
す
る
。

て
投
稿
に
際
し
て
は
、
原
稿
四
部
(
コ
ピ
ー
可
)

を
学
会
本
部
宛
に
送
る
こ
と
。
た
だ
し
、
原
稿
は

返
却
し
な
い
。

て
ワ
ー
プ
ロ
原
稿
の
場
合
は
、
字
詰
め
・
行
数
及

び
四
百
字
詰
め
原
稿
用
紙
に
換
算
し
た
枚
数
を
明

記
す
る
こ
と
。
論
文
採
用
の
場
合
に
は
、
テ
キ
ス

ト
フ
ァ
イ
ル
の
提
出
を
お
願
い
す
る
。

一
、
採
否
決
定
は
、
編
輯
委
員
会
に
一
任
の
こ
と
。

一
、
論
文
掲
載
の
場
合
は
、
本
誌
十
部
を
贈
呈
す
る
。

た
だ
し
、
余
分
に
入
用
の
時
は
、
あ
ら
か
じ
め
申

し
出
が
あ
れ
ば
実
費
で
こ
れ
に
応
ず
る
。

て
掲
載
さ
れ
た
論
文
等
の
著
作
権
は
、
執
筆
者
に

帰
属
す
る
。
た
だ
し
、
本
誌
「
蔦
葉
」
の
再
版
、

電
子
化
公
開
等
に
つ
い
て
は
、
執
筆
者
の
許
可
を

得
な
い
で
学
会
が
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す

る。

蔦
楽
学
会
会
則

一
、
本
会
は
、
寓
葉
学
会
と
称
す
る
。

一
、
本
会
は
、
高
葉
集
と
そ
れ
に
関
連
す
る
各
分
野

の
研
究
を
目
的
と
す
る
。

一
、
高
葉
研
究
者
・
愛
好
者
は
誰
で
も
申
込
み
に
よ

っ
て
会
員
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
、
会
員
の
研
究
発
表
機
関
誌
と
し
て
「
蔦
葉
」
を

編
輯

・
発
行
す
る
。

て
本
会
は
、
年
一
回
、
公
開
講
演
会
・
研
究
発
表

会
・
臨
地
調
査
研
究
を
中
心
と
す
る
全
国
大
会
を

行
い
、
表
彰
制
度
を
設
け
る
な
ど
、
随
時
、
目
的

に
沿
、
つ
事
業
を
行
、
っ
。

一
、
会
員
は
、
年
額
四
千
円
の
会
費
(
誌
代
を
含

む
)
を
年
度
初
め
(
四
月
)
に
納
入
す
る
。

て
本
会
の
本
部
を

大
阪
府
吹
田
市
山
手
町
=
一
丁
目
三
番
三
五
号

関
西
大
学
文
学
部
国
語
国
文
学
専
修
合
同

研
究
室
内
(
郵
便
番
号
五
六
四
|
八
六
人

O
)
 

に
置
く
。

一
、
本
会
の
運
営
及
び
機
関
誌
の
編
輯

・
発
行
は
編

輯
委
員
会
に
お
い
て
行
う
。

一
、
本
会
に
代
表
を
置
く
。
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第
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号

平
成
二
十
九
(
二
三
七
)
年
八
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二
十
五
日
印
刷

平
成
二
十
九
(
二
三
七
)
年
八
月
三
十
一
日
発
行

頒
価
二
、

0
0
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送

料

六

O
円
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醐
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丁
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学
文
学
部
国
語
国

文
学
専
修
合
同
研
究
室
内

編

輯

・

発

行

高
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学

会
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乾

善

彦

振
替

O
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O
O
l
七
l
二
九
一
四
七

世
鵬
大
阪
市
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央
区
島
之
内
二
丁
目
八
番
五
号

清
文
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出
版
株
式
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社
内
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学
会
事
務
室

日
宮
山
、
。
@
耳
目
『
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弘
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